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ODAL: One-shot Distributed Algorithm for Logistic Regression

• 個人レベルデータを施設間で共有せずに、ロジスティック回帰モデルを構築
できる「通信効率・プライバシー保護」型の分散アルゴリズム（ODAL）を
提案

• ODALアルゴリズムを用いた薬物療法と胎児喪失の関連性の研究

• ODAL2は、プール解析に非常に近い推定を与え、メタ解析よりバイアスが
小さい。つまり分散環境でも高精度な推定が可能であることを示した

OHDSI global 2025
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ODAC: One-shot Distributed Algorithm to fit a multicenter Cox 
proportional hazards model

• 対象データ：多施設に分散した EHR/RWDの時間依存イベントデータ
（time-to-event）

• 解析モデル：Cox比例ハザードモデル

• ODAC：Pooled とほぼ同等の推定値が得られCIも狭い

• 複数施設にまたがる発症（時間依存イベント）データをプライバシーを保護
しつつ効率的で高精度な手法
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• 尿路感染症（UTI）を対象として、外来治療で使われるフルオロキノロン使用者におい
て、他の一般的な抗生物質を使う群と比べて、60日以内に大動脈瘤または大動脈解離
（AA/AD）が起きるリスクが増えているか

• 無作為化比較試験（RCT）では難しい安全性評価を、RWDで補完

• 傾向スコアマッチング（PSマッチング）を用い、Cox比例ハザードモデルで60日以内の
AA／AD発生リスクを推定

• 5か国（アメリカ、韓国、日本、台湾、オーストラリア）: 14データベース

• 尿路感染症の外来患者におけるフルオロキノロン（FQ）は、比較対象（TMPトリメトプ
リム or CPHセフェム系）と比べて、60日以内の大動脈瘤／大動脈解離のリスクを 有意
に増加させる証拠はない。

• UTI の外来治療は、このリスクだけを理由にフルオロキノロン使用を制限する根拠は弱
い。ただし、他の適応症・重症例・長期間使用等については別途検討が必要。

OHDSI global 2025
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https://www.ohdsi.org/2025showcase-135/

OHDSI global 2025

Adaptation of the OMOP Common 
Data Model for Secondary Use of 
Public Databases on the Japanese 
Healthcare Information Platform

Takanori Yamashita, Eizen Kimura, Yoshihiro Aoyagi, 
Hiroshi Okamura, Eri Matsuki, Tatsuo Hiramatsu
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➢Trust the network：

➢韓国の発表 →減？

➢生成AI マッピング: SNOMED CT

➢LEGEND (LEGEND T2DM)

➢FHIR to OMOP (US EHR)

• 3 dimensions: “precision, accuracy, consistency”

• meta-analysis of literature ?>? network study > single study



令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
（地域医療基盤開発推進研究事業）

研究代表者

山下貴範（九州大学）

医療等情報の二次利用基盤構築に向けた
国際規格対応の研究

（25IA2014）
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代表者
山下貴範（九州大学）

研究分担者
平松達雄（国際医療福祉大学）
松木絵里（慶應大学）
青柳吉博（国立がん研究センター東病院）
岡村浩史（大阪公立大学）
木村映善（愛媛大学）

委託契約
Yuimedi

医療等情報の二次利用基盤
構築に向けた国際規格対応の
研究（25IA2014）

医療等分野における情報の保護と
利活用に関する実態調査事業

連携

厚労科研（2025〜）+ 厚労事業との連携

有限責任法人トーマツ
デロイトトーマツコンサルティング合同会社
IQVIAソリューションズジャパン合同会社

Yumedi（トーマツ配下で活動中）

電子カルテ情報等分析関連サービス
に係る要件等調査研究

IQVIAソリューションズジャパン合同会社
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国内データ規格・公的DBのOMOP規格変換のための調査と仕様整理

• OMOPデータ項目マッピング
• OHDSI標準用語マッピング
• OMOP変換手順の整理

• OMOP変換事例調査
• OHDSI network参加
• OMOPを用いた研究テーマ検討

• 各医療機関へのOMOP CDM導入の効率化、コスト削減
• 国が管理する情報連携基盤に対するOMOP CDM整備により、大規模かつ高品

質なRWDのデータベース基盤の構築
• 政策決定、医薬品・医療機器開発の方向性への活用
• 観察研究における国内の活性化と国際競争力の強化

目的

方法

期待される効果

• マッピングと手順書の文書化
• マッピングと手順書の検証

• 国際医療データモデル調査
• 共同研究テーマの具体化
• EHDS法案等を参考に利活用運用の検討

• マッピング表と手順書の維持管理の検
討、体制構築

2025
年度

2026
年度
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電子カルテ情報
共有サービス

Public 
Medical Hub

公的DB
二次利用基盤

全国医療情報プラットフォーム
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主な取扱いデータ 主な情報元

請
求
系

NDB
電子化されたレセプト情報（疾病名、投薬情報、
等）、特定健診等情報、死亡情報、等

レセプト（医科、DPC・調剤、
歯科、訪問看護）、特定健診・
特定保健指導データ

介護DB
介護サービスの種類、要介護認定区分 、ADL（日
常生活動作）情報、等

要介護認定情報、介護レセプト、
厚労省「LIFEシステム」

DPC DB
疾病名・病態等の診療情報、施設情報、請求情報、
等

DPCデータ

障害福祉
DB

障害の種類、障害の程度、等
障害支援区分認定データ、給付
費等明細書、台帳情報データ

疾
患
系

全国がん登
録DB

がんの罹患、診療内容、転帰、等
医療機関：罹患情報届出データ、
市区町村：死亡者情報票データ

難病・小慢
DB

難病：告示病名、生活状況、各種検査値、等
小児慢性特定疾病：告示病名、発症年齢、各種検
査値、等

臨床調査個人票（難病）、意見
書データ（小児慢性特定疾病）

iDB
感染症の名称、症状、診断方法、初診年月日・診
断年月日、発病推定年月日、等

感染症の発生届

予防接種
DB

ワクチン情報、接種場所、副反応の症状、等 予防接種記録、副反応疑い報告

臨
床
系

電子カルテ
情報DB
（仮称）

3文書（健康診断結果報告書、診療情報提供書、退
院時サマリー）の情報、臨床６情報（傷病名、感
染症、薬剤禁忌、アレルギー、検査、処方）

電子カルテ

検
診
系

自治体検診
医療機関

DB

自治体検診の結果情報、等
自治体：健康管理システム、医
療機関：検診結果・費用請求、
検診受診者：マイナポータル

公的DBの利活用
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目的と概要

1 事前準備
データソースの整理（EHR・DWH・請求・検査）

• FHIR
• SS-MIX2
• レセプト、DPC

ツール
• Usagi
• WhiteRabbit / Rabbit-in-a-Hat
• PostgreSQL / R / Python
• ATLAS
• Data Quality Dashboard (DQD)
• HADES

2 コンセプトマッピング・ボキャブラリマッピング
元データとOMOPテーブルの対応関係の整理
標準コード対応

• 病名：ICD-10 → SNOMED CT
• 検査：JLAC11 → LOINC
• 薬剤：YJコード → RxNorm

Confluence参照
自動マッピング補助（Usagi）

3 ETL実装
Confluence参照

4 データ検証
DQDを用いた品質チェック
件数・日付整合性・マッピング確認

5 分析・活用
ATLASでコホート定義と初期解析
HADESパッケージ群で統計解析・機械学習
多施設連携やODAC/ODALへの応用

6 運用と更新
データ更新・マッピング更新の手順
CDMバージョンアップ対応
バックアップと監査ログ
ドキュメント・マッピング表の管理

参照元
1. OHDSI Japan [https://www.ohdsi-japan.org]
2. OHDSIの本 [https://ohdsi.github.io/TheBookOfOhdsiInJapanese/] *The Book of 

OHDSIの日本語訳版
3. 医療データ連携分析基盤協会（FedAna） [https://fedana.jp]
4. 国内向けOMOP CDM v5.4 ETLガイドライン(FedAna Confluence)
5. OHDSI Tool Documents（青柳先生） [https://rwd-data-environment-in-

hospital.github.io/Documents/Files/]

OMOP構築ガイド

https://www.ohdsi-japan.org/
https://www.ohdsi-japan.org/
https://www.ohdsi-japan.org/
https://ohdsi.github.io/TheBookOfOhdsiInJapanese/
https://fedana.jp/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
https://rwd-data-environment-in-hospital.github.io/Documents/Files/
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